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の発電量を示す。水深 20～ 200mでの発電量が大
きく,浮体式基礎を導入するメリットが大きいこ
とがわかる。図 1か らもわかるように, 水深が
200mを超えると急激に水深が深 くなるため,水
深 200m以 上の海域での発電量はあまり期待でき
ず,浮体式基礎の技術開発においては,水深 200m
以下の海域を目標 とすればよいこともわかる .

図2全制約条件考慮後の水深別発電可能量

3洋上ウィンドファーム実現可能性評価
実際の洋上ウィンドファーヱ、建設を想定して実

現可能性を評価した。まず設置海域であるが,陸
上の系統連携を考え,発電所からの距離 40km以
内という条件により,図 3に示す海域を選定した。
この海域に5MW風 車 200基による 100万 kWの
ウィンドファーム設置を想定すると,東京電力の
RPS法による 2009年度推計義務量の 106%に 相
当する,3.lTWhの年間発電量が見込めることが
オ)かる。

次に発電単価を表 2に 示す値と式(1)を 用いて

算出した。機械類の償去「年数(F),基礎構造物の償

却年数(H)は 20年 ,利壇、(G)は 3%,補助金(のは
総建設費用(I)の 3分の 1と 仮定した。その結果 ,
発電単価は 14.4円 /kWhと なり,事業化基準であ
る売電単価 11.5円 /kWhを L回 る.

しかし,事業化するためには,発電単価は 11.5
円/kWhを下回る必要があるため,基礎構造物の
耐用年数を延ばすことを考える。基礎構造物の償

却年数を変化させた場合の発電単価の変化を図 4

に示す。基礎構造物の償去「年数を 50年 とすると。

事業化基準を満たすことがわかり,現在,耐用年

数 30年で開発中の浮体式基礎の耐用年数を 50年

とすると実現可能性が高まることがわかる。

発電単価 =
(A/F+B/H)+(I― J)× G+E

年間発電量

図 3洋 Lウ ィン ドファーム設置位置

図4基礎構造の償却年数による発電単価の変化

4.ま とめ

本研究では地理情報システムを利用 し,技術的 ,

社会的,経済的制約条件を考慮 した関東地方沿岸
域の風力発電量を評価 した。その結果以下の結論

を得た。

1.着底型基礎を用いた場合に利用可能な発電量は

0.4TWh/yearに すぎないが,浮体式基礎を用い
ると 94TWh/yearが 利用可能である。
2.浮体式基礎構造の開発目標水深は 20m～ 200m
とした場合に最 も発電量が望める。

3.基礎の償去「年数を 50年 とすると,浮体式洋上ウ
ィン ドファームは事業化基準を満たすため,耐
用年数 50年以上の浮体式基礎の開発が望まれ
る。
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基礎を用いた場合の発電可能量マッフ式
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